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　茨城県人事委員会は 10 月 24
日、知事及び県議会議長に対し
て、月例給の引き下げと一時金
据え置きを主たる内容とする職
員の給与等に関する報告及び勧
告をおこなった。
　公務員給与の引き下げは、民
間労働者の賃金、地域経済に悪
影響を与えることが懸念される。
茨高教組は、地公労に結集し、
茨城県内の地方公務員の生活を
守るため、賃金・諸手当の改善、
労働条件の改善に向けて茨城県
当局との交渉をおこなう。

　勧告の概要は以下のとおり。
○月例給
・中高齢層の給料表の引き下げ
（平均▼ 0.25％。行政職 43.5
歳 で 月 額 ▼ 945 円、 年 額 ▼

15,000 円）
○期末・勤勉手当（ボーナス）
・改定見送り（3.95 月）
○減額調整
・月例給、ボーナスの減額分に
ついては、12月の期末手当で減
額調整
○「現給保障」
・廃止見送り。
○若年・中堅層を対象とする昇
級回復
・給与構造改革期間中に抑制さ
れてきた昇給のうち、2009 年 4
月 1 日に抑制を受けた昇給を 1
号給回復。（2012 年 4 月 1日実
施）
○定年延長
・今後の国の動向等を注視し、
定年延長制度導入を見据えて、
総合的にとりくむ必要がある。

参考　国家公務員に関する人事
院勧告
・2013 年度から 2025 年度に向
けて、3 年に 1 歳ずつ 65 歳ま
で段階的に定年年齢引き上げ。
・60 歳超の年間給与を 60 歳前
の 70％水準に設定。
○育児休業取得者に係る期末手
当支給割合の見直し
・短期間（1カ月以下）の取得者
の期末手当支給割合を減じない
措置。
○超過勤務の縮減
・管理監督者による適切な管理、
指導の実施。業務の必要性の再
検討。
○職員の健康保持
・メンタルヘルス対策と職員の
健康保持のためのとりくみのさ
らなる強化。■

県人事委員会が公務員賃金引き下げ勧告大地震への備えは充分か？　危険校舎改築・耐震補強の実態

補強工事の遅れで被害拡大
　県教育委員会財務課が、東日
本大震災前に立案した今年度の
「耐震補強事業」では、9校 12
棟の工事が計画されていた（日
立工業、太田一、佐竹、水戸農
業〔体育館・寄宿舎・寄宿舎食
堂管理室〕、勝田、東海、勝田養護、
高萩、友部、潮来〔管理教室棟〕、
以上総額約 12 億円）。このうち、
水戸農業の体育館と寄宿舎、潮
来の管理教室棟は大震災で大き
な損傷を受けた。せめてもう１
年補強工事が早ければ避けられ
た損失である。
　同事業では「実施設計」とし
て 20校 26 棟が計上され、来年
度工事がおこなわれる（鉾田農
業、水戸南、鉾田二、常北、大洗、
水戸商業、水戸二、日立一、日

立二、多賀、太田二、佐竹、勝
田、東海、緑岡、高萩清松、海洋、
真壁、以上総額約 1 億円）。
　工事・設計とも県北の学校が
多いのは、「首都直下地震」を想
定して県南部から耐震補強工事
を実施してきたため、県北部へ
の対応が大幅に遅延したことに
よる。

「災害復旧事業」で水戸農業と水
戸二の校舎を改築　
　県の９月補正予算に、大きな
被害を受けた学校施設等の災害
復旧事業費約 16 億円が盛り込
まれた。「改築設計」として、水
戸二高の校舎、水戸農業の校舎
及び寄宿舎食堂棟が予算化され
た。2013 年度完成を目指して
改築されることになり、その間
の仮設校舎が今年度中に設置さ

れる（２校で約３億円）。
　なお、耐震診断では、水戸二
の Is 値は 0.26、水戸農業は校
舎が 0.19、体育館が 0.23 とい
ずれも「震度 6強の地震で、倒
壊し又は崩壊する危険性が高い」
と判定された（基準値は 0.6）。
東日本大震災で崩壊しなかった
のは幸いであった。
　「災害復旧工事」は、次の 24
校で今年度中に実施（開始）さ
れる。高萩、鉾田二、潮来、内
原養護、友部養護、太田一、水
戸南、那珂、常北、佐竹、水戸
商、下館二、鉾田一、水戸桜ノ牧、
磯原郷英、真壁、水戸一、水戸三、
太田二、佐和、鹿島灘、下妻一、
石下紫峰、大洗、伊奈。
　ただし、大震災による損壊で、
体育館が使用不能に陥っている
水戸商業、那珂、水戸農業、水
戸桜ノ牧、水戸二、太田一など
では、詳細な設計のうえ国の査
定を受けなければならないため、
工事着工は早くても今年度末ご
ろになるとされている。水戸農
業と水戸二高の体育館は「崩壊
する危険性が高い」にも関わら
ず、後回しにしていたのである。
体育の授業、学校行事、部活動
など様々な日常活動に支障をき
たしているこれらの学校に対し
て、県としての特別な支援が必
要である。
　「災害復旧事業」では、耐震補
強設計が今年度実施の 20 校に 【２面右につづく】

加えて、13校で実施される（鉾
田 農 業、 水 戸 南、 常 北、 大 洗、
水戸商業、水戸二、海洋、緑岡、
多賀、高萩清松、真壁、水戸養護、
石岡一、石岡商業）。耐震化のス
ピードが速まることになる。
　また、校地等整備が６校で実
施される（日立二、日立商業、
水戸二、土浦一、下館二、下妻一、
友部養護）。

県立学校の耐震化率は 58％
　2011 年 4 月 1 日現在の「県

有施設の耐震状況」が土木部建
築指導課のウェブサイトで 10
月になってやっと公表された。
耐震診断の対象である建物等の
診断はこれですべて終了し、い
よいよ 2015 年度までに耐震化
100％を目指して補強や改築が
実施される。
　県有施設の耐震化率を見る
と、病院・診療所 100％、社会
福祉施設等 67.5％、県営住宅
100％、公共の事務所等 96.8％
（全体で 81.9％）となっており、

学校の 57.7％は、際だって低い。
橋本県政の教育への姿勢が透け
て見える。ここで、「震度６強の
地震で倒壊又は崩壊する危険性
が高い建物」のある学校をあげ
ておこう。水戸二（管理普通教
室棟等、体育館）、緑岡（格技場）、
水戸商業（管理普通教室棟等）、
水戸南（体育館）、盲学校（体育
館）、水戸養護学校（管理特別教
室棟等）、日立二（普通特別教室

ベランダのコンクリート劣化（取手二高、本年７月）

茨高教組中央委員会
12 月 3日（土）　10：00 ～ 16：00　霞ヶ浦文化体育会館（「水郷体育館」）

　　　　土浦市大岩田 1051　☎ 029-823-4811　　　
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警戒区域間近にコンビニあり
　9月 10日、警戒区域（福島第
一原発から 20km 圏内）目前の
広野インターチェンジで常磐自
動車道を降り（その先は通行禁
止）、国道６号線を北に向かった。
　警戒区域から 2km ほど手前
のコンビニに立ち寄ったところ、
白い防護服を着た原発作業員に
出会い、事故を実感することに
なった。店内には 3歳くらいの

女の子を連れた母親がおり、思
わず目を疑った。この時の放射
線量は 0.48μSv/h であった。

国道６号も常磐道も封鎖中
　国道６号線は警戒区域入口で
検問がおこなわれ、当然のこと
ながら一般人の立ち入りは禁止
されていた（写真左）。しかし、
その他の車両の出入りは頻繁に
行われていた。この場所での放
射線量は0.777μSv/hであった。

意外に低いなと思ったのは慣れ
のせいだろう。

静かな山里で出会うはパトカー
ばかり
　ここからいったんいわき市ま
で南下し、阿武隈山地を北上す
る国道 399 号線に入った。原発
事故以降ニュースでよく耳にす
る、汚染濃度の高い川内村、田
村市、葛尾村、浪江町、飯舘村
へと続く道である。いつもの年
であれば、これから迎える収穫
の秋に、大勢の観光客で賑わう
であろう自然豊かな山里である。
　緊急時避難準備区域（30km
圏）、計画的避難区域（年間の積
算放射線量が 20mSv を超える恐
れがある地域）が大半のこの道
沿いでは普通の人も車もほとん
ど見かけることはなかった。多
く見かけたのは、巡回するパト
カーのほか、「防犯カメラによる
監視中」の看板であった。

線量計が振り切れた
　車内で放射線量計を見ながら

全村避難で静まり返る山里　福島・飯舘村訪問記

走り続けた。浪江町津島という
ところで、車を降りて放射線量
を測定しようとしたところ、線
量計が振り切れてしまった。持
参したシンチレーション式線量
計は 9.999μSv/h までしか測定
することができない。目の前に
ガソリンスタントや民家がある
道路際である。周囲には人っ子
ひとりいない。慌てて車に乗り
込んでその場を離れた。このあ
と、飯舘村に向かう山中でも線
量計が振り切れ続け、恐怖の山
岳ドライブとなった。

農地は荒れ、村は静まりかえる
　福島第一原発から北西方向に
30km以上離れている飯舘村は、
放射性物質にひどく汚染されて
しまい、全村が計画的避難区域
に指定されている。車を止める
勇気はなく、車内からの眺めと
なった。飯舘村は、黄金の秋を
迎えるはずであった田んぼは荒
れ放題、畑も草茫々、集落に人
影はない。今は使われていない
飯舘村役場の前で、測定した空
間線量（地上 1.5m）は 4.170μ
Sv/h で、もはや人が住むことは

できない数値である（写真右）。
6千人を超える村民の大半が避
難しているのも当然である。
　しかし、飯舘村内で営業して
いるガソリンスタントがあった。
この放射線量の中で営業してい
るのは、30 歳代くらいの夫婦
だった。
　このあと飯舘村から川俣町、
二本松市、郡山市と中通りを通っ
て茨城に戻ったが、この地域で
も線量計は、かなり高い値を示
した。福島の人たちの今後を思
わないではいられなかった。■

棟等、体育館）、多賀（格技場）、
土浦三（図書館棟）、土浦工業（機
械科実習棟、格技場）、古河一

（格技場）、古河三（格技場）、総
和工業（電子機械科実習棟）、石
岡一（実習棟 2）、石岡商業（格
技場）、鬼怒商業（管理普通教室
棟等）、下妻一（格技場）、石下
紫峰（格技場、卓球室棟）、佐竹

（格技場）、高萩（格技場）、高萩
清松（格技場）、磯原郷英（格技
場）、友部養護（体育館）、取手
一（格技場）、取手二（管理教室
棟）、藤代（格技場）、つくば工
科（格技場）勝田（格技場）、勝
田工業（格技場）、海洋（体育館、
格技場）、鹿島（管理普通教室棟
等）潮来（格技場）常陸大宮（格
技場）、水戸農業（会議室棟、体
育館、第１・第２格技場）、下館
二（管理棟等）、下館工業（格技
場）岩井 ( 格技場 )、猿島（格技場）
真壁（管理特別教室棟、格技場）、
神栖（卓球場）、波崎（格技場）、
玉造工業（格技場）、鉾田一（格
技場）、鉾田二（体育館）、鉾田

農業（実習棟、体育館、格技場）、
茨城東（格技場）、大洗（体育館）、
常北（体育館）大子清流（体育
実習棟）、霞ヶ浦聾（寄宿舎）。

改築決定した石岡一高
　本紙の昨年 5 月 25 日号（第
1014 号）の記事（「生徒の命と
安全を脅かす危険校舎を放置す
るな」）で、「震度 6強で崩壊す
る危険性が高い校舎」の例とし
てあげた石岡一高の管理普通教
室棟は、今年度から 3年計画で
の改築（約 12 億円）が決定し、
基本設計に取りかかる段階に
なっている。
　敷地が狭いためにやむをえず
「現在地での改築」となったが、
仮設校舎の設置（約 2億円）な
どの関連で、部室棟の改築（約
5千万円）も実現することにな
り、職員・生徒とも心待ちにし
ている。

危険な老朽校舎の改築を進めよ
　昨年度の時点で、老朽化と構
造上の問題で改築が必要とされ
ていた管理普通教室棟のある学

校は、石岡一、水戸農業、取手
二であった。水戸農業は震災で
使用禁止となり、今年度から 3
年間での改築が決まった。取手
二高（１面写真）は、来年度か
らの 3年間での改築を予定して
いると見られる。
　現在、土浦三高と水海道一高
が来年度完成の予定で改築工事
中であるが、7年前の県の資料
をみると、1970 年以前に建築
された校舎を「改築対象」とし
ていた。本来はもっと多くの校
舎を改築すべきである。「耐震補
強」で当座を凌ごうとしている
のであろうが、老朽校舎の計画
的な改築を進めなければならな
い。7年前に改築対象になって
いてまだ校舎の改築予定のない
学校をあげておく。
　大子一、石岡商業、取手一、
真壁、取手二、北茨城、霞ヶ浦聾、
海洋、盲学校、水戸三、那珂湊、
潮 来、 下 妻 一、 岩 井、 古 河 三、
太田一、水戸工業、鉾田農業、境、
友部養護、鉾田一、土浦一、総
和工業、下館二。■
　　

　福島第一原発事故の深刻な影響。現場になるべく近いところから現実を見つめたいと、組合員の栗又
衛さん（石岡一高分会）が線量計とカメラを持って常磐自動車道を北に向かった。以下はその報告。

【１面校舎耐震化記事つづき】
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